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平
地
か
ら
低
山
の
、田
ん
ぼ
や
沼
な
ど
の

水
辺
に
生
息
し
て
い
る
。
５
月
か
ら
８
月
に

か
け
て
繁
殖
し
、〝
キ
ャ
ウ
、キ
ャ
ウ
〞
と
連

続
的
に
鳴
く
。
暑
い
気
候
に
強
く
、オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
は
炎
天
下
の
水
た
ま
り
で
も
生
き

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

関
西
が
主
な
生
息
地
で
関
東
に
は
い
な
か

っ
た
が
、２
０
０
０
年
以
降
に
利
根
川
流
域

で
確
認
さ
れ
、今
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

市
内
で
も
、利
根
川
水
系
沿
い
の
用
水
や

河
川
で
見
ら
れ
る
。

　

          

（
羽
生
の
自
然
を
楽
し
む
会
）

人口と世帯数（６月１日現在）

人　口 　　　56,590人　（＋  1）
　男　 　　　28,273人　（△  13）
　女　 　　　28,317人　（＋  14）
世帯数 　　　21,529世帯（＋  20）
出生（５月中）　　21人
死亡（ 〃　）　　48人　

男も育児の主役！
～なぜ今、イクメンなのか～

特集 　南８丁目にお住まいの国井幹郎さんは、
平日の仕事後や休日には娘・瑞姫さんと
積極的に遊んでいます。
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職
場
の
理
解
が
あ
る
か
ら

男
性
が
育
児
参
加
で
き
る
た
め
に
必
要
な

条
件
と
し
て
、
第
一
に
職
場
の
理
解
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

あ
る
企
業
で
は
、
家
族
を
職
場
に
招
い
て
、

社
員
が
お
互
い
に
家
族
の
こ
と
を
知
る
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
「
あ
の
人
に
は

娘
が
二
人
い
る
ん
だ
」、「
奥
さ
ん
が
出
産
を
控

え
て
い
る
ん
だ
」
な
ど
、
家
庭
の
様
子
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
子
ど

も
が
熱
を
出
し
、
急
に
仕
事
を
休
ま
な
く
て
は

な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
で
も
、
周
り
も
そ
の
子

ど
も
の
顔
が
思
い
浮
か
び
ま
す
し
、
知
っ
て
も

ら
え
て
い
る
分
、
余
計
な
遠
慮
を
し
な
く
て
済

む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
育
児
の
こ
と
を
話
題
に
出
し
や

す
い
「
雰
囲
気
」
を
、
企
業
全
体
で
作
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

休
業
時
の
補
償
が
不
十
分

二
つ
目
に
、
休
業
時
の
補
償
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
で
す
。
現
在
、
働
く
男
性
の
約
30
％
が

「
育
休
を
取
得
し
た
い
」
と
希
望
し
て
い
な
が

ら
、
実
際
の
取
得
率
は
１
・
72
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
男
性
が
育
休
を
取
り
た
く
て
も
取

れ
な
い
理
由
に
、「
休
業
中
の
収
入
が
減
る
こ

と
」
を
挙
げ
る
人
は
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
に
関
連
す
る
事
例
と
し
て
、
日
本
と
同

様
に
少
子
化
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
ド
イ
ツ
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
、
育
児
の
た

め
に
休
業
も
し
く
は
部
分
休
業
を
す
る
親
の
、

所
得
損
失
分
の
67
％
を
補
て
ん
す
る
「
両
親
手

当
」
制
度
が
２
０
０
７
年
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
も
「
育
児
手
当
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、

支
給
が
月
額
３
０
０
ユ
ー
ロ
（
約
３
万
円
）
と

少
額
の
た
め
、
有
効
な
所
得
補
償
と
な
っ
て
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、「
両
親
手
当
」

が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
３
％
だ
っ

た
育
休
の
取
得
率
が
23
・
６
％
と
大
幅
に
増
加

し
ま
し
た
。ま
た
、ノ
ル
ウ
ェ
ー（
取
得
率
89
％
）

で
は
男
性
独
自
の
育
休
制
度
が
あ
り
、
休
業
中

の
所
得
は
１
０
０
％
補
償
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ

か
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
取
得
率
78
％
）
で
は
、
80

％
の
所
得
補
償
に
加
え
て
、
独
自
に
上
乗
せ
を

す
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
２
０
１
０
年
６
月
に
「
改
正
育

児
・
介
護
休
業
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
法
律
は
、
男
性
が
育
休
を
取
得
し
や
す
く
す

る
よ
う
な
意
図
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
所
得
補

償
が
50
％
し
か
な
く
、
何
か
と
お
金
が
か
か
る

子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
、
必
ず
し
も
十
分
で
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
も
そ
も

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
・
契
約
社
員
な

ど
、
非
正
規
社
員
が
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
と

い
う
大
き
な
問
題
点
も
あ
り
ま
す
。

女
性
の
社
会
復
帰
を
！

第
三
に
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
や
女

性
の
職
場
復
帰
な
ど
、
労
働
形
態
の
あ

り
方
に
つ
い
て
社
会
全
体
で
議
論
を
進
め
る
こ

と
で
す
。
男
性
の
育
児
参
加
に
つ
い
て
は
、
ど

う
し
て
も
育
休
の
取
得
率
に
目
が
行
き
が
ち
で

す
。
し
か
し
、
働
い
て
い
る
女
性
の
９
割
が
育

休
を
取
得
し
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
う
ち
の
７

割
の
女
性
が
、
職
場
に
復
帰
せ
ず
に
仕
事
を
辞

め
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
見
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
女
性
が
育
休
を
終
え

た
後
や
、
た
と
え
育
休
を
取
得
し
な
く
て
も
、

働
き
な
が
ら
育
児
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
こ
そ

が
、
本
当
の
意
味
で
の
男
女
共
同
参
画
社
会
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
点
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
改
善
し
て
い

く
こ
と
で
、
男
女
と
も
に
子
育
て
し
や
す
い
社

会
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

埼玉純真短期大学
こども学科　専任講師

安倍大輔さん（35歳）
　自身も２歳６カ月の娘がおり、奥さ
んと共働きで育児に励む安倍さん。
「地域におけるスポーツを通じた子ど
もの成長」を専門に研究され、遊び・
レクリエーションについて指導されて
います。また近年、他大学の研究者と
共同で「子育て・子育ち」について研
究されている安倍さんに、男性の育児
参加についてお話しいただきました。

　ここ数年、イクメンの存在が注目されています。イクメンとは、

育児を積極的に楽しむ男性のことです。今回は、男性の育児参加を

テーマに、男女平等ということについて考えてみましょう。

男も育児の
主役!

男
   ～なぜ今、イクメンなのか～

５月に行われたスカイフェスタでも、子どもとふれ合う
たくさんのイクメンと出会いました。

「改正育児・介護休業法」（2010年）の主な内容
〈厚生労働省HPより〉

１．子育て期間中の働き方の見直し
　　● 3歳以下の子を養育する労働者について、事業主に短時間

勤務制度（1日6時間）の設置を義務付けたほか、所定外労
働の免除を制度化

　　● 子の看護休暇取得日の拡充（就学前の子が一人であれば
　　　年5日（改正前から）、二人以上であれば年10日）
２．父親も子育てが出来る働き方の実現
　　● 父母がともに育児休業を取得する場合、1歳2カ月(改正前1歳)

までの間に、1年間育児休業を取得できる＜パパママ育休
プラス＞

　　● 父親が出産後8週間以内に育児休業を取得した場合、再度、
育児休業を取得できる

　　●配偶者が専業主婦(夫)であっても、育児休業を取得できる
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お互いにできることを！
　現在、一也さんはタクシーの運転手、良美さんは専業主婦として
家事をこなしながら、育児にあたっています。
　一也さんは、おむつ交換、食事、寝かし付けなど、ほとんどのこ
とはお手の物。「最初は不安だったけど、最近は子どもの反応も
分かるようになり、育児を楽しんでいます。」と話します。「私た
ちの周りに男性で育休を取った人はいませんし、私も夫婦で相談し
ましたが、親が近くにいることもあり取得しませんでした。もし今
後、妻が大変そうだったり、必要があれば、会社とよく相談した上
で取得するかもしれません。」
　また、こんなことも語ってくれました。「私たちが子どもの頃は、
『強い父、後ろから見守る母』という家庭のイメージがありました
が、今はそういう時代ではないと思います。どっちが上ということ
はなく、互いに協力をしていきたいと思います。」
　良美さんは、これまで塾の講師や、飲食店でのアルバイト等を経
験してきました。今後、保育園等に預けられるようになったら仕事
に就こうと思っていますが、時間に融通が利くアルバイトをしよう
と考えているそうです。
　「男性が必ず育児に参加しなければならないということではな
く、お互いに得意なことを、できることをできる人がやればいいの
ではないかと思っています。」と笑顔で話してくれました。

イクメンって言葉を使わないと、ダメなのかなって
　武さんは市内の工場で働いていて、路子さんは専業主婦として家
事を行いながら、育児をこなしています。
　路子さんは子どもに英語を教える仕事をしていましたが、妊娠を
きっかけに退職しました。その職場は若い女性ばかりで、結婚や出
産を機に辞めてしまう人がほとんど。当時、一緒に働いていたカナダ
人の男性講師が、「一生懸命働く妻を尊敬している。家庭のことは協
力するのが当たり前」と話していたのを鮮明に覚えているそうです。
　自身が育児を行うようになって、「わざわざイクメンという言葉
を使わないと、男性が育児に参加できないのかなって。その時点で、
スタートラインが違う気がする。」と感じる路子さん。「女性にしか
できないこともあるし、職場に女性は必要です。私自身も今後、育
児に理解のある会社でパート等で働きたいと考えています。」
　武さんは夜勤等もあり、勤務時間は不定期です。子どもは好きで
育児に協力したいと思っていますが、仕事が忙しく、気持ちに余裕
がないので、あまり協力できていないのが現状だそうです。「もとも
と育休は取得するつもりがありませんでした。会社に制度はありま
すが、男性の取得者は少ないと思います。育休を取得したいと考え
ている人もいるかもしれないですが、不景気のため、経営を優先さ
せなければならない会社とのギャップがあるように感じます。おそ
らくどこの会社も同じなのではないでしょうか。」というのが本音の
ようです。

（左から）　　　　　

金子良美さん
（38歳）

真一ちゃん
（1歳5カ月）

一也さん
（46歳）

＜藤井下組＞

（左から）　　　　　

小久保　武　さん
（31歳）

純奈ちゃん
（7カ月）

路子さん
（31歳）

＜喜右ェ門新田＞

　皆さんは、どのように育児にかかわっている

のでしょうか？今まさに、子育てを行っている

ご家族にお話を伺いました。家族のホンネ

ま
ず
、
で
き
る
こ
と
か
ら

　
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
男
性

が
育
児
に
か
か
わ
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
置
か
れ

て
い
る
状
況
を
悲
観
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず

行
動
を
起
こ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
イ
ク
メ
ン
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
す
べ
て

完
璧
に
こ
な
す
男
性
を
想
像
す
る
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
実
際
は
、
育
児
休
業
を

取
っ
た
か
ら
偉
い
、仕
事
ば
か
り
だ
か
ら
ダ
メ
、

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
奥
さ
ん
や
子

ど
も
の
こ
と
を
考
え
、自
分
が
で
き
る
こ
と
を
、

少
し
ず
つ
で
も
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
ぜ
今
、
イ
ク
メ
ン
な
の
か

　
今
回
は
イ
ク
メ
ン
を
テ
ー
マ
に
、
男
女
平
等

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
お

そ
ら
く
、
こ
の
内
容
は
、
人
に
よ
っ
て
感
じ
方

が
違
う
は
ず
で
す
。

　
な
ぜ
今
、
イ
ク
メ
ン
な
の
か
。
イ
ク
メ
ン
と

い
う
言
葉
の
裏
に
は
、
何
が
あ
る
の
か
。

　
ど
う
す
れ
ば
、
男
性
が
違
和
感
な
く
育
休
を

取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
。

　
皆
さ
ん
も
育
児
に
限
ら
ず
、
家
庭
や
職
場
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
男
女
平
等
と
い
う
こ

と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
身
に
置
き
換
え
、
男
女
と
も
に
輝

け
る
社
会
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
ぜ
ひ

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
男
女
問
わ
ず
、
育
児
や
仕
事
を
こ
な
し
な
が

ら
、
生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
。

見つけよう
自分たちの輝き方を…

市内で働く国井香織さん。夫・幹郎さんと協力しながら、
育児に励んでいます。
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■
宮
み
こ
し
渡と

ぎ

ょ御

▽
午
後
２
時
〜
４
時

　

〈
市
民
プ
ラ
ザ
前
か
ら
出し

ゅ
っ
た
つ立
〉

■
郷
土
芸
能
奉
納
　

▽
午
後
４
時
15
分
〜
５
時

・
下
手
子
林
獅
子
舞
保
存
会

・
下
岩
瀬
白
山
太
鼓
保
存
会

・
東
大
和
町
お
は
や
し
保
存
会

・
羽
生
鳶
組
合

・
桑
崎
獅
子
舞
保
存
会

■
よ
さ
こ
い
羽
生

▽
午
後
５
時
20
分
〜
５
時
50
分

　

〈
は
な
み
ず
き
通
り
〉

■
ま
ち
み
こ
し
の
渡
御
　

▽
午
後
６
時
〜
９
時

　

〈
市
民
プ
ラ
ザ
前
か
ら
出
立
〉

 

Ⓡ Ⓡ
いがまんちゃん ムジナもん

セレモニーサイトセレモニーサイト
☎048－578－4101
羽生市東７ｰ14ｰ１

羽生
市役所前

安心と信頼のご葬儀

24時間対応・事前相談承ります。
セレモニーサイト

「日曜歯科相談会」ご案内
「歯が抜けたままになっている」「入れ歯が合わない」など、
歯に対して少しでも疑問や不安感をお持ちの方、お気軽に
ご利用ください。当日の治療は行えませんが、ゆっくりお話
を伺うことができます。
　
　　開催日時：毎月第４日曜日　（次回　6月２4日）
　　　　
参加は無料です。下記のフリーダイヤルまでご連絡ください。

（よい歯）
※キンカ堂跡地そば

TEL:0120-255-418

軽食のお店
サロンごんべえ

気軽に寄ってね

昼　11:30～
夕方　5 :30～
048‒561‒0779

または

羽生駅

建福寺

Ｐ

アライ保険
エージェンシー

正覚院

コンビニ

ヤオコー 市役所↓

NTT

アライ保険
エージェンシー

★
サロン
ごんべえ

サ
ロ
ン

冨田脳外科

梅雨時には、やっぱりハイボール！

アライまで090‒5820‒7390

無線LAN設置店

羽生北小

八
雲
神
社

足
利
銀
行

中
央
公
民
館

城
橋

電
気
店

旭
橋

訓
練
校
跡
地

葛
西
用
水

市民プラザ
夏まつり本部
警察本部

埼玉りそな銀行

NTT セブンイレブン

市役所

スーパー
旧有山材木店

ローソン

100円ショップハッピー

正覚院

羽生
郵便局

P

P

車両通行止め区域（午後2時から） 車両う回路

車両通行止め区域（午後5時から）

羽
生
駅

羽生北小

八
雲
神
社

足
利
銀
行

中
央
公
民
館

城
橋

電
気
店

旭
橋

訓
練
校
跡
地

葛
西
用
水

市民プラザ
夏まつり本部
警察本部

埼玉りそな銀行

NTT セブンイレブン

市役所

スーパー
旧有山材木店

ローソン

100円ショップハッピー

正覚院

羽生
郵便局

P

P

車両通行止め区域（午後2時から） 車両う回路

車両通行止め区域（午後5時から）

羽
生
駅

夏まつり交通規制略図（車両通行禁止）
7月14日㈯　午後2時（一部午後5時）～9時30分

■
宮
み
こ
し

羽
生夏

ま
つ
り

てんのう
さまに

　　出か
けません

か！

みこし担ぎ手大募集!!

市民プラザからのお知らせ
　夏まつりの開催に伴い、次の期間中は市民プラザの会議室
の貸し出しができませんので、ご注意ください。
▷期　間　７月13日㈮～15日㈰
※証明書自動交付機は、通常どおり使用できます。

　

夏
ま
つ
り
の
開
催
に
伴
い
、７
月

14
日
㈯
の
午
後
２
時
か
ら
９
時
30
分

ま
で
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

■
交
通
規
制　

14
日
は
、
下
図
の
と

お
り
交
通
規
制（
バ
イ
ク・自
転
車
を

含
む
）が
行
わ
れ
る
た
め
、
特
に
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
期
間
中
は
町
内
ご
と
に
子

供
み
こ
し
の
渡
御
等
も
行
わ
れ
、
市

街
地
は
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト

　

 

今
年
か
ら
100
円
シ
ョ
ッ
プ
駐
車
場
内

に
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
30
席
を
設
け
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
無
料
駐
車
場
（
午
後
１
時
〜
10
時
）

　

羽
生
北
小
学
校
、
訓
練
校
跡
地

■
無
料
駐
輪
場
（
午
後
１
時
〜
10
時
）

　

 

羽
生
北
小
学
校
、正
覚
院
駐
車
場
、

100
円
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ッ
ピ
ー
駐
車

場
東
側

■
会
場
内
ト
イ
レ

　

 

市
民
プ
ラ
ザ
内
、ロ
ー
ソ
ン
駐
車

場
、埼
玉
り
そ
な
銀
行
前
駐
車
場
、

正
覚
院
参
道
、
旧
有
山
材
木
店

夏まつり交通規制
7月14日㈯ 午後２時～9時30分

『
夏
ま
つ
り
歩
行
者
天
国
』

〜
７
月
14
日
㈯
〜

■
宮
み
こ
し（
お
ん
な
天
王
）の
担
ぎ
手
を
募
集

　

宮
み
こ
し
を
担
ぎ
た
い
方
は
、
各
町
内
会
祭

り
担
当
役
員
ま
た
は
市
観
光
協
会
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▽
締
め
切
り　

６
月
25
日
㈪

▽
問
い
合
わ
せ　

市
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　
　
〈
☎（
５
６
０
）３
１
１
９
〉

■
宮
み
こ
し
の
渡
御
行
列
の
参
加
者
も
募
集

▽
募
集
人
員

・
台
車
の
引
き
手
…
男
女
25
名
程
度

・
子
供
み
こ
し
の
担
ぎ
手

　
　
　
　
　
　
　

…
小
学
生
25
名
程
度

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

６
月
25
日
㈪
ま
で
に
、
市
観
光
協
会〈
☎

（
５
６
０
）
３
１
１
９
〉
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

ま
ち
み
こ
し
の
担
ぎ
手
も
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
担
ぎ
た
い
方
は
、
各
町
内
会
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

７
月
14
日
㈯

 

夏
ま
つ
り

　

  

行
事
予
定
表

7
月
7
日
㈯

◎
神
事
・
神
幸
祭

〈
八
雲
神
社
〉

▽
午
前
10
時
30
分
〜

7
月
13
日
㈮

◎
宵よ
い
み
や宮（
前
夜
祭
）

〈
市
民
プ
ラ
ザ
前
庭
〉

▽
午
後
５
時
〜
９
時

●
ビ
ア
カ
フ
ェ
ほ
か

●
郷
土
芸
能
奉
納

・
旭
町
お
は
や
し
保
存
会

・
中
宿
万
作
芝
居
保
存
会

7
月
15
日
㈰

◎
還か
ん
こ
う幸
祭さ
い

〈
市
民
プ
ラ
ザ
か
ら　
　

八
雲
神
社
〉

▽
午
後
１
時
〜
２
時
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羽生市西 2‒14‒22　  563‒2558TEL

ほけんショップアイ 検  索

竜巻注意情報!!
いつ起きてもおかしくない
商品・製品にも保険を！

 消すまでは
　 出ない行かない離れない

㈲ハイウエイ

羽生市上村君1012－1　電話048－565－0059
消防用設備等点検、施工　地下タンク等定期点検

５月中の救急と火災
救　急
火　災

182  件
1  件

　

市
で
は
、
羽
生
小
松
台
工
業
団
地
地

区
に
つ
い
て
、
良
好
な
操
業
環
境
の
維

持
・
保
全
を
目
指
し
、
壁
面
の
位
置
、

垣
・
柵
の
構
造
な
ど
を
地
区
計
画
に
よ

り
定
め
る
た
め
、
都
市
計
画
の
変
更
手

続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
都
市
計
画
の
変
更
案
は
、
次
の

通
り
縦
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
縦
覧
期

間
中
、
変
更
案
に
対
す
る
意
見
書
を
市

長
あ
て
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間
・
意
見
書
提
出
期
間

　

�

６
月
27
日
㈬
～
７
月
11
日
㈬

　

（
た
だ
し
、
土
、
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※�

意
見
書
を
郵
送
す
る
場
合
は
最
終
日

の
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

▽
縦
覧
場
所
　
ま
ち
づ
く
り
政
策
課

※�

縦
覧
期
間
中
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。　

▽
意
見
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
政
策
課（
内
線
２
７
２
）

　

平
成
24
年
7
月
9
日
か
ら
、
法
律
の

改
正
に
よ
り
、
市
外
に
転
出
し
て
も
継

続
し
て
同
じ
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
住
基
カ
ー
ド
）
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
を
継
続
し
て
利
用
し
た

い
場
合
、
転
入
手
続
き
の
際
に
新
住
所

地
の
窓
口
に
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
い

た
だ
き
、
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
電
子
証
明
書
は
市
外

に
転
出
す
る
と
失
効
し
ま
す
。

　

手
続
方
法
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
順
次
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　

　

市
民
生
活
課
（
内
線
１
３
４
）

　

「
利
用
権
」
と
は
、
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
に
基
づ
く
、
農
業
上
の
利

用
を
目
的
と
す
る
賃
貸
借
や
使
用
貸
借

に
よ
る
権
利
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
農

地
法
の
許
可
が
不
要
で
、
貸
し
た
農
地

は
貸
借
期
間
が
満
了
す
れ
ば
、
離
作
料

を
支
払
う
こ
と
な
く
返
っ
て
き
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
農
地

の
適
切
な
管
理
を
行
う
た
め
に
も
、
利

用
権
の
設
定
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▽
申
込
受
付
期
間

　

７
月
２
日
㈪
～
31
日
㈫　

　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※�

今
回
の
利
用
権
申
し
込
み
に
係
る
貸

借
の
権
利
発
生
日
は
11
月
１
日
で
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
内
線
２
８
８
）

市長偶感市長偶感
▽
５
月
22
日
、
パ
キ
ス
タ
ン
よ
り
河
川
管
理

お
よ
び
水
害
担
当
の
行
政
官
６
名
が
、
防
災

研
修
の
た
め
羽
生
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
市
役

所
で
の
研
修
で
は
、
地
域
防
災
計
画
策
定
の

経
緯
や
防
災
に
対
す
る
考
え
方
、
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
市
の
防
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
熱
心
に
耳
を

傾
け
、
多
く
の
質
問
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
が
パ
キ
ス
タ
ン
の
災
害
対
応
に
、

少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▽
５
月
31
日
、“
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
in
新
郷
”

に
出
か
け
ま
し
た
。
こ
の
試
み
は
地
域
で
協

力
し
合
い
、
色
鮮
や
か
な
花
が
咲
き
誇
る
自

慢
の
庭
や
、
全
国
各
地
で
撮
影

さ
れ
た
写
真
を
展
示
し
た
庭
を

公
開
す
る
も
の
で
す
。
地
域
の

活
性
化
に
繋
が
る
素
晴
ら
し
い

取
り
組
み
で
あ
り
、
来
年
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

▽
６
月
１
日
、
災
害
時
の
「
物

資
輸
送
協
定
」
を
埼
玉
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
北
埼
支
部
と
、「
家

屋
被
害
認
定
調
査
に
関
す
る
協
定
」
を
埼
玉

土
地
家
屋
調
査
士
会
と
、
そ
れ
ぞ
れ
締
結
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
協
定
に
よ
り
、
災
害
が

発
生
し
た
際
に
は
、
物
資
の
緊
急
輸
送
を
優

先
的
に
行
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
や
、
市
職

員
と
連
携
し
た
家
屋
の
調
査
お
よ
び
市
の
発

行
し
た
「
り
災
証
明
」
に
関
す
る
相
談
対
応

な
ど
、
支
援
協
力
を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
今
後
も
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
安
心
安
全
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

▽
６
月
３
日
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
に
よ
る
少

年
野
球
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
役
時
代

に
培
っ
た
経
験
を
基
に
、
本
当
に
熱
心
に
ご

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
元
西
武
の
辻
選
手

が
、「
大
き
な
声
を
出
し
て
、
テ
キ
パ
キ
と
動

く
こ
と
は
基
本
中
の
基
本
。」
と
力
強
い
声
で

話
す
と
、
子
ど
も
た
ち
は
「
は
い
！
」
と
大

き
な
声
で
答
え
て
い
ま
し
た
。
今
日
習
っ
た

こ
と
が
、
明
日
の
朝
起
き
た
ら
出
来
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ

ん
。
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を
重
ね
て
、
技

術
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　市政について市民の皆さんから幅広く意見を聴取し、これからのまちづくり
の資料とするため、市政懇談会を開催します。
　市内各地区で開催しますので、最寄りの会場へお出かけください。
▷日程および会場

期　　日 時　　　　間 会　　　　場

7月15日㈰
午前10時～11時30分 新郷公民館・講堂
午後1時30分～3時 岩瀬公民館・講堂

7月29日㈰ 午前10時～11時30分 市民プラザ・大会議室

8月11日㈯
午前10時～11時30分 井泉公民館・講堂
午後1時30分～3時 手子林公民館・講堂

8月18日㈯
午前10時～11時30分 村君公民館・講堂
午後1時30分～3時 三田ヶ谷公民館・和室

8月26日㈰
午前10時～11時30分 川俣公民館・講堂
午後1時30分～3時 須影公民館・講堂

▷内　　容　　市長講話、事前質問等に対する質疑応答
▷募集人員　　各会場とも50名程度（各地区役員等：30名、一般公募：20名）
　　　　　　　　　　　※市民プラザは100名程度
　　　　　　　　　　　※�一般公募については、各開催日の１週間前までに、
　　　　　　　　　　　　秘書広報課へ電話でお申し込みください。
　　　　　　　　　　　　申し込み順に受け付けをします。
▷申し込み・問い合わせ　　秘書広報課（内線203）

▷募集団地
団　地　名 建設年度 月額家賃 間取り 募集戸数

宮 田 団 地 昭和52年 13,800円～20,600円 ３DK 4戸
南 羽 生 団 地 昭和56年 14,300円～21,300円 ３DK 3戸
利根ヒルズこすか団地 平成８年 21,800円～32,500円 ３LDK 1戸
※家賃は収入に応じ、上記の範囲内で決定されます
▷入居資格（次のすべてを満たす方）
　①市内に住所または勤務場所がある方
　②�現在同居し、または同居しようとする親族（婚約者を含む）
がある方

　③現在、住宅に困窮していることが明らかな方
　④市税を完納している方
　⑤収入基準（収入月額158,000円以下）に該当する方
　　※�収入月額とは、入居しようとする世帯全員の年間収入金額

から所得控除、親族控除および特別控除などを差し引き、
残った額を12カ月で割った額

　⑥入居者およびその同居者が暴力団員ではない方
▷敷　　金　　　家賃の３カ月分
▷連帯保証人　　1名以上
▷申込期間　　　7月23日㈪～8月6日㈪午後５時まで
▷入居予定時期　�９月下旬（ただし、変更となる場合もあります）
▷申込方法　　　�申込書に必要事項を記入し、必要な書類を添え

て開発建築課へお申し込みください。
※�申込件数が募集戸数を越えた場合は、選考委員会に諮

はか

り 、入居
者を決定します。
※�補欠者となった場合、申し込んだ団地以外に入居となる場合も
あります。
▷問い合わせ　　開発建築課（内線261）

市政懇談会にご参加を！

都
市
計
画
の
変
更
案
を

ご
覧
く
だ
さ
い
！

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が

市
外
で
も
使
用
可
能
に
！

利
用
権
の
設
定
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

住民基本台帳カード

様
式
Ｂ（
顔
写
真
あ
り
）

様
式
Ａ（
顔
写
真
な
し
）

市営住宅の入居者を募集
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市
で
は
、
災
害
な
ど
の
緊
急
情
報
や

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
等
を
、
メ
ー
ル
で

配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
方

は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
モ
バ
イ
ル
版
か

ら
「
羽
生
市
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
」
に

ア
ク
セ
ス
し
、
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

企
画
課（
内
線
３
８
５
）

　

消
防
設
備
士
は
、
建
物
に
設
置
す
る

自
動
火
災
報
知
設
備
や
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
設
備
な
ど
の
消
防
用
設
備
の
工
事
、

整
備
、
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
資

格
で
す
。

■
第
１
回

・
試
験
日　

８
月
26
日
㈰ 

・
試
験
会
場　

�

芝
浦
工
業
大
学

　
　
　
　
　
　

（
さ
い
た
ま
市
）

・
種
類　

甲
種
全
類
お
よ
び
乙
種
全
類

・
申
込
期
間　

　

７
月
20
日
㈮
～
31
日
㈫

■
第
２
回

・
試
験
日　

平
成
25
年
２
月
３
日
㈰ 

・
試
験
会
場　

獨
協
大
学
（
草
加
市
）

・
種
類　

甲
種
全
類
お
よ
び
乙
種
全
類

・
申
込
期
間　

 

　

12
月
20
日
㈭
～
平
成
25
年
１
月
９
日
㈬

■
申
し
込
み　

　
�

ど
ち
ら
も
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

埼
玉
県
支
部
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

■
そ
の
他　

　

試
験
案
内
お
よ
び
受
験
願
書
は
消
防

本
部
予
防
課〈
☎（
５
６
５
）１
２
３
４
〉

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、「
電

子
申
請
」
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp

　
▽�

日　

時　

７
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮

　

午
前
８
時
40
分
～
午
後
４
時
50
分

▽
場　

所　

消
防
本
部

▽
定　

員　

40
名

▽
申
込
期
間　

７
月
９
日
㈪
～
11
日
㈬

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽
申
込
方
法　

　

�

消
防
本
部
予
防
課
へ
教
材
費
３
０
０
０

円
と
写
真
１
枚
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
、

裏
に
氏
名
を
記
入
）、
印
鑑
を
持
参
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

申
し
込
み
は
先
着
順
で
、
市
内
在

住
・
在
勤
の
方
を
優
先
し
、
市
外
の

方
は
、
申
し
込
み
が
定
員
に
達
し
な

い
場
合
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

　

消
防
本
部
予
防
課

　
〈
☎（
５
６
５
）
１
２
３
４
〉

　

金
婚
（
結
婚
50
年
）
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
（
結
婚
60
年
）
を
迎
え
る
ご
夫
婦

を
お
祝
い
し
ま
す
。（
代
理
申
請
可
）

※�

申
し
出
が
無
い
と
お
祝
い
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○�

金　

婚
…
昭
和
37
年
中
に
婚
姻
さ
れ

た
ご
夫
婦

○�

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
…
昭
和
27
年
中
に

婚
姻
さ
れ
た
ご
夫
婦

▽
申
出
期
限　

７
月
13
日
㈮

▽
問
い
合
わ
せ　

同
協
議
会
（
内
線
５
４
２
）

　

７
月
８
日
㈰
、
市
民
プ
ラ
ザ
に
あ
る

証
明
書
自
動
交
付
機
が
、
住
民
基
本
台

帳
法
の
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
の

た
め
、
利
用
出
来
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課
（
内
線
１
３
３
）

新しい農業委員さんが決まりました新しい農業委員さんが決まりました
　任期満了に伴う羽生市農業委員会委員一般選挙は、立候補届け出の

結果、無投票となり、10名の方が当選しました。任期は3年間です。 

　また、市議会から推薦された識見者4名と、農業協同組合、共済組合、

および土地改良区から推薦された3名と合わせ、17名の新しい農業委員

さんが次のとおり決まりました。（議席順、敬称略）会長代理 武井　國昭
（南５丁目）

石合　武彦
（弥勒）

岡戸　茂代
（町屋）

増田　一郎
（上川俣）

蝶野　　正
（藤井下組）

上原　　榮
（上岩瀬）

大川　秀雄
（本川俣）

大山　榮一
（発戸）

会長 中島　牡雄
（上新郷）

杉山　千年
（下手子林）

間仲　立美
（須影）

福田　茂雄
（下岩瀬）

関口　　衛
（常木）

澤﨑　　清
（下羽生）

漆原　弘一
（下新郷）

平井　煌一
（下村君）

出井接骨院·鍼灸院
348－0053　羽生市南 1-11-20

TEL 048－598－7740

各種保険取扱い

骨折·捻挫·脱臼·打撲

交通事故の負傷

往診しますご相談ください

診察時間 月 火 水 木 金 土

午前９:00〜12:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後３:00〜７:00 ○ ○ ／ ○ ○ ／

不動産オーナー様向けのフェア

東京ビックサイトで7/24㈫・7/25㈬ 開催！
『鈴木ゆり子の大家塾』のブース出展します。
入居者募集対策・リフォームなどのセミナー多数！
入場無料ですので、ぜひお越しください。
当社の担当がご案内致しますので、スズヨシまでお電話ください。
（有）スズヨシ　048－594－7281
羽生市西１ー１ー１　羽生駅前西口ロータリー横

賃貸住宅フェア2012 in 東京
フ
ジ
テ
レ
ビ
「
と
く
ダ
ネ
！
」
で

当
社
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ジ
テ
レ
ビ『
エ
チ
カ
の
鏡
』

で
放
送
さ
れ
ま
し
た

『
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
』

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

  �

防
火
管
理
者
資
格
取
得

  

講
習
会
を
開
催
し
ま
す

  �

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を

迎
え
る
方
は
届
け
出
を
！

  �

市
民
プ
ラ
ザ
内
の
自
動
交
付
機

の
利
用
停
止
に
つ
い
て

  �

消
防
設
備
士
試
験
の

  �

お
知
ら
せ

原　正雄
（日野手新田）
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他に類を見ない特殊医学

小林式医学・療法師養成

＊受講申し込み受け付け中！定員枠残り僅かです。

NPO法人日本福祉健康指導者協議会認定校
中伝療術学院

《受講生募集！》締切間近！
『開業資格』が取得できます

医学博士・小林英男
羽生市中岩瀬803ｰ1　☎560‒3502

http://kobayashi-ryu.life.coocan.jp/
癒

　羽生市を応援していただく「ふるさと応援寄附」に、平成23年度は58件
で合計1,025,000円の寄附をいただきました。
　この寄附金は、個性豊かなふるさとづくりのために、大切に使わせて
いただきます。
　皆さんも、ぜひ羽生市を応援してください。
■事業ごとの寄附金の内訳

寄　　附　　金　　事　　業　　名 寄附金額

１．少子高齢化対策に関する事業 235,000

２．自然環境の保全や景観の維持再生に関する事業 95,000

３．文化・伝統・歴史を守るための事業 20,000

４�．上記に掲げるほか、個性豊かなふるさとづくりに
資すると市長が認める事業 675,000

合　　　　　　　　　計 1,025,000

■寄附金の活用内訳

寄附金事業名 充当先の事業名 総事業費 寄附金
活用額

１�．少子高齢化対策に関す
る事業

私立幼稚園健康診断事業 685 118

緊急通報事業 2,491 117

２�．自然環境の保全や景観
の維持再生に関する事業

ムジナモ自生地保全調査
事業 2,000 95

３�．文化・伝統・歴史を守
るための事業 永明寺古墳発掘調査事業 332 20

４�．上記に掲げるほか、個
性豊かなふるさとづくり
に資すると市長が認める
事業

ゆるキャラⓇさみっと
in羽生開催事業 21,000 675

合　　　　　　　　　　計 1,025
▷問い合わせ　企画課（内線383）

市内の事故・事件の状況
■交通事故発生状況（5月末現在概数）

区　分 交通人身事故 物損事故件数 死者数 負傷者数
24年 129件 2件 158件 437件
23年 145件 1件 181件 445件
増減数 △16件 1件 △23件 △8件
増減率 △11.0％ 100％ △12.7％ △1.8%

【交通事故に遭わないためのワンポイントアドバイス】
　○�高齢者が被害者となる事故が増えています。高齢者をいたわり、思
いやりの運転を心がけましょう。

　○�自転車も車の仲間です。ルールを無視すると交通違反です。交通ル
ールを守りましょう。

　○�前方不注視・安全不確認・考え事などの原因による交通事故が増加
しています。ドライバーの皆さん、運転する際は心と時間にゆとり
を持って運転しましょう。

■犯罪発生状況（5月末現在）

区分 犯罪発生状況
侵入窃盗 ひったくり 車上狙い 自転車盗難 振り込め詐欺

24年 15件 － 20件 69件 －
23年 24件 － 27件 66件 2件
増減数 △9件 － △7件 3件 △2件
増減率 △60.0％ － △35.0％ 4.3％ 皆減

【犯罪に遭わないためのワンポイントアドバイス】
　○�車上狙いが増加しています。車両から離れるときは、車内に物を置
かないようにしましょう。

　○�自転車の盗難が増加しています。短時間でも必ず鍵をかけましょう。
２重ロックが効果的です。

　○�不審な電話に注意するとともに、家族で合言葉を決めておくなど、振
り込め詐欺の被害に遭わないように気をつけましょう。

　羽生警察署では、羽生市防犯協会と連携して、犯罪情報や交通事
故情報を、電子メール等でリアルタイムに提供しています。詳しくは、
羽生警察署までお問い合わせいただくか、同署のホームページをご
覧ください。

▷問い合わせ　羽生警察署〈☎（562）0110〉

大切に使います！ふるさと応援寄附 羽生警察署トピックス

【単位　円】

【単位　千円】

市民レポーター市民レポーター市民レポーター

　

万
葉
の
永よ

う

明め
い

寺じ

境
内
に
お
い
て
、５
月

13
日
㈰
、村
君
商
工
会
主
催
に
よ
る「
村

君
あ
お
ぞ
ら
市
場
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
新
鮮
な
野
菜
・
花
・
卵
・
木

製
品
な
ど
が
格
安
で
販
売
さ
れ
、
我
先

に
と
早
朝
よ
り
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
春
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ご

当
地
グ
ル
メ
の
発
掘
『
Ｂ
１
グ
ル
メ
カ

ッ
プ
』
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
王
座
に

輝
い
た
の
は
、
「
Ｍ
ス
タ
イ
ル
」
（
村

君
流
）
で
し
た
。
人
気
№
１
の
「
天
ぷ

ら
う
ど
ん
」
と
、
懐
か
し
い
「
と
ろ

ろ
飯
」
が
好
評
で
、
“
若
い
人
に
も
郷

土
の
味
を
伝
承
し
た
い
”
と
い
う
意
欲

に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の

「
手
打
ち
う
ど
ん
を
楽
し
む
会
」
の
皆

さ
ん
も
参
加
協
力
し
、
村
君
の
伝
統
食

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

村
君
商
工
会
の
卯
ノ
木
会
長
は
、

「
今
は
商
工
会
中
心
で
開
催
し
て
い
る

が
、
い
ず
れ
は
村
を
挙
げ
て
の
祭
り
の

場
と
し
て
、
“
村
君
”
を
発
信
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。
」
と
今
後
の
展
望
を

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー

　

蓮
見　

誠
子
さ
ん
（
常
木
）

　

ひ
と
り
暮
ら
し
や
、
家
の
中
で
過
ご

し
が
ち
な
高
齢
者
と
、
地
域
の
住
民
が

気
軽
に
集
い
、
生
き
が
い
づ
く
り
・
仲

間
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
活
動
が
「
い

き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
で
す
。

　

今
回
訪
れ
た
の
は
元
町
地
区
の
サ
ロ

ン
で
、
総
勢
77
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
日
の
催
し
は
、
羽
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
で

す
。
そ
の
美
し
い
音
色
に
い
や
さ
れ
、

会
場
に
は
き
れ
い
な
“
サ
ロ
ン
の
花
”
が

咲
い
た
よ
う
で
し
た
。
元
町
は
、
町
内

会
長
を
は
じ
め
役
員
の
方
々
が
し
っ
か

し
た
堅
い
“
幹
”
で
、
そ
れ
を
“
根
”

と
し
て
民
生
委
員
の
方
々
が
し
っ
か
り

支
え
て
い
る
素
晴
ら
し
い
地
区
で
す
。

皆
さ
ん
の
力
に
よ
っ
て
、
大
き
な
美
し

い
“
サ
ロ
ン
の
花
”
が
咲
き
誇
っ
て
い

ま
す
。

　

お
互
い
が
心
を
開
き
、
笑
顔
で
歓
談

し
て
い
る
姿
は
、
光
輝
い
て
見
え
ま
し

た
。
夢
と
希
望
を
い
た
だ
い
た
会
員
の

皆
さ
ん
が
、
「
ま
た
逢あ

い
ま
し
ょ
う

ね
」
と
手
を
振
り
帰
る
後
ろ
姿
に
、
心

の
絆
を
感
じ
ま
し
た
。

　

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー

　

青
木　

計
さ
ん
（
南
８
丁
目
）

村
君
あ
お
ぞ
ら
市
場

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
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